
1．調査概要 

1-1 調査名称 

北九州響灘洋上ウインドファーム環境影響評価に係る2026年度海域調査 

1-2 調査目的 

本調査は、ひびきウインドエナジー株式会社が実施する「北九州響灘洋上ウインドファーム」の

環境影響評価に係る海域調査を行うものです。 

1-3 調査場所 

福岡県 北九州市 若松区 響灘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 調査場所 

2. 現地調査工程及び調査内容 

表1 現地調査工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2 現地調査内容 

調査項目 調査方法 

鳥 類  

（渡り鳥） 

双眼鏡及びプロミナー等を用いて対象事業実施区域及びその周囲の渡り鳥の飛翔状況を目視により把握しま

す。 

鳥 類 

（主にミサゴ） 
海域に設定した定点において船上から目視観察を行い、種名、確認個体数等を記録します。 

海産哺乳類 

（スナメリ） 

スナメリの鳴き声をとらえる水中音響装置（A-tag）を海底に沈めることで、調査海域のスナメリの有無を把

握します。 

魚等の 

遊泳動物 

現地漁協で実施されているえびこぎ網による魚等の遊泳動物調査を行います。調査は日没後に実施し、曳網時

間は 10 分間、曳網速度は約 2 ノットとします。採捕した魚等の遊泳動物は種の同定、個体数、湿重量及び体

長の計測を行います。 

海生生物の 

蝟集状況 

①潜水士が目視観察、水中ビデオ撮影や写真撮影を行い、魚等の遊泳動物の種の同定、個体数、全長の計測を

行います。 

②インターバルカメラによる魚等の遊泳動物の写真撮影を行い、撮影した写真から魚等の遊泳動物の種の同

定、個体数の計測を行います。 

水中音 
風車 A-11 を中心に 3 方向（①深くなる沖合方向、②浅くなる沿岸方向、③等深線に沿った方向）に船舶で移

動しながら距離減衰測定を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州響灘洋上ウインドファーム 2026年度 海域調査概要 

（調査委託先） 

一般財団法人日本気象協会 （担当：竹岳、山本） 

〒542-0081 大阪市中央区南船場二丁目 3番 2号 南船場ハートビル 15階  

電話 06-6266-7614 

2026年 7月 2日 

ひびきウインドエナジー(株) 

魚等の遊泳動物の生息調査状況 

海棲哺乳類の生息調査状況 水中音、海底振動の調査状況 

鳥類の調査状況 

ゼニライトブイ 
1.5m 

玉ブイ 

水中音響装置 

シンカー 

海生哺乳類の調査状況 魚等の遊泳動物の生息調査状況 

水中音の調査状況 

インターバルカメラ 

ジャケット 

水中マイクロホン 

 

注：水中音調査地点は現地の状況等

により変更する可能性あり 

項目 地点 時期・期間

9/21-26うち5日間

5/12-14 7/21-23 10/23の週 1/25の週

設置5/2-3 撤去6/3-4 設置7/29-30 撤去9/2-3

7/21-23 9月下旬～10月上旬のうち2日間

設置5/11-12 撤去5/25-26 設置8/4-5 撤去8/17-18

（有効なデータ取

得のため再設置）

秋季～冬季の強風時の3日間

注：朱書は実施済み、青字は予定を示す。

調査内容

10月

鳥類（渡り鳥）

鳥類（主にミサゴ） 8地点 3日間×4回

4月 5月

水中音 3測線 3日間×1回

約1ヶ月×2回

魚等の遊泳動物 5地点

2月 3月

令和9年令和8年

６月 1月11月12月9月7月 8月

海生生物の蝟集状況 4地点 約1週間×2回

海棲哺乳類 6地点

撤去6/18再設置6/3-4

(A,Bエリア)

4地点 5日間×1回

再設置

5/26

(C,Dエリア)

2日間×2回


